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「（仮称）希望（ゆめ）のまち婚活応援事業業務」 

優先交渉権者選定基準 
 

１ 審査方法 

事業者の選定にあたっては、提案上限額の範囲内の価格を提示した者のうち、提出された企画

提案書や提案事業者のプレゼンテーション等を基に、「（仮称）希望（ゆめ）のまち婚活応援事業

業務受託事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）」の各委員が、事業者からの企画提案

内容を総合的に評価したうえで、優先交渉権者を決定する、「公募型プロポーザル方式」によって

行う。 

⑴ 企画提案書を提出し、受理された事業者が６者以上の場合は、プレゼンテーションに先立

ち、「表２ 提案項目、審査の視点及び配点」を用いて書類選考を行い、上位５者を選定した

上で、２次審査としてプレゼンテーションを行うものとする。なお、２次審査では提案者か

らのプレゼンテーションを実施後、「表２ 提案項目、審査の視点及び配点」について再度評

価を実施する。また、応募数が 5 者以下の場合は提案者全員からのプレゼンテーションを行

い選考するものとし、書類選考は行わないものとする。 

⑵ プレゼンテーション後の各委員の採点の合計（以下、「総合評価点」という。）が最も高い

提案書を提出した者を最優秀提案者として特定し、優先交渉権者とする。 

⑶ 総合評価点の最も高い者が２者以上あるときは、選定委員会の委員の多数決により最優秀

提案者として特定し、優先交渉権者とする。 

⑷ (3)による者が２者以上あるときは、選定委員会委員長が特定した者を最優秀提案者として

特定し、優先交渉権者とする。 

  ⑸ 提出された企画提案書等に対し、総合評価点が満点の６０％を下回る提案であった場合、 

その企画提案書を提出した事業者を最優秀提案者に特定しない。 

 

２ 採点 

  各委員の点数は、満点を１００点とし、採点基準は表１のとおりとし、審査の視点及び配点は

次ページ表２のとおりとする。 

【表１ 採点基準について】 

採点基準（提案書評価） 乗数 

非常に優れている ５点 

優れている ４点 

普通 ３点 

やや劣っている ２点 

劣っている、又は、記述がない １点 



表２　提案項目、審査の視点及び配点

提案項目 審査の視点 配点

1

10
2 業務内容

15

10

15

30

20

3 　価格

ー

100

(1) 本業務に対する提案者の理解 ・本業務の背景・課題と目的を十分に理解した提案となって
いるか。

(4)体験型・参加型ブースの設置 ・参加者が出会いや結婚に前向きになる内容を提案している
か。
・ブースの内容について、参加者が関心を持てる内容となっ
ているか。

(3) 業務の実施体制等 ・本業務を円滑に実施できる人員配置など、十分な体制と
なっており、連携・協力関係や、責任者が明確となっている
か。
・全体のスケジュールが具体的かつ明確になっており、
確実な実施が可能であるか。

(2) イベントの特色 ・企画・提案の中に、開催予定時期に着目した工夫や本市地
域資源等を活用した工夫等がなされているか。

業務実績

(1) 類似の業務実績 ・本業務と類似業務の実績を有しており、その経験やノウハ
ウを活かすことが期待できるか。

（注）見積額の取扱い
 見積額には評価点を付さないが、次のとおり取扱うので留意すること。
 ① 最優秀提案者を特定する際に使用することがある。
 ② 要求事項にて示す本プロポーザルの予算の上限額を上回る額の見積額を提示
  した場合、この見積額を提示した者は本プロポーザルの参加資格を失う。参加
  資格を失った者の提案書の評価（採点、順位付け等）は行わない。

合 計

(5) 集客・広報 ・２０～３０代のターゲット層（男女問わず）の集客につな
がるようSNS等をはじめとした効果的な広報等を提案している
か。

(1) 参考見積額
(2) 内訳

・要求水準書に記載されている予算の上限額を下回って
　いるか
・内訳に無理はないか
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